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沿革と組織の概要 

2003 年（平成 15 年）より，病因病理学専攻
人体病理学分野は，内科学専攻診断病理学分野

と統合し，人体病理学・病理診断学分野として

新たに出発した．病院病理部と一体となって病

理診断業務，教育，研究にあたることにより，

「臨床医学としての病理学」，「トランスレーシ

ョナルリサーチを担う次世代病理学」の構築を

目指している． 
 
2005 年には病院病理部 30 周年を記念して，
記念誌の発行，記念式典を行った．また，第 51
回日本病理学会秋期大会を，安田講堂を会場に

主催した． 
人体病理学・病理診断学分野の構成員は，2004
年（平成 16 年）度には，教授（深山），助教授
（仁木，大橋），助手（鹿島，後藤，柴原，牛久），

技官（夏坂，森下，原田），病理部は，講師（遠

藤），助手（元井，宇於崎，高澤，大田）であっ

た．平成 1７年度には，仁木助教授が自治医科

大学病理学講座教授に，大橋助教授が虎ノ門病

院病理部部長に栄転し，大田助手も虎ノ門病院

に異動した．福嶋講師が東京医大より着任し，

宇於崎助手，病院講師が講師に昇任した．また，

太田助手が北大病理部から，石田助手が順天堂

大学血液内科から着任した．なお，遠藤講師が

本年度をもって退職する． 
大学院については，2004年度 2名，2005年度

6 名が卒業し，博士号を受けた．新年度には 4
名の新入生が加わり，大学院生 16名（他大学か
らの研究委託 1名，留学生 3名）となる．  
人体病理学・病理診断学分野は病院病理部と

一体となり，東大医学部附属病院の生検診断，

剖検診断業務を支える一方，ヒトの病気を対象

に形態学を基盤にした研究を行っている．また，

分子病理学分野と協力して M1 の病理学総論を
担当し，さらに系統病理学，クリニカルクラー

クシップ，BSLと，M2からM4に及ぶ医学部病
理学教育にあたっている． 
 



診療（病理診断・剖検） 

人体病理学・病理診断学分野は，病院病理部

とともに，東大医学部附属病院の生検診断，剖

検診断業務を支えている．2004年には病理部に
迅速固定，包埋装置を導入し，病理診断の迅速

化を目指し，技術開発，体制作りに取り組んで

いる（病院病理部の項参照）． 
剖検症例については，毎月1回2例の病院CPC
を行っている．また，胸部，上部消化管，脳外

科，肝臓，胆膵，泌尿器，婦人科，乳腺，整形

外科の腫瘍，ならびに肝臓，腎臓，皮膚生検に

ついて，臨床各科との定期的カンファランスを

行っている． 
 

教育 

M1 に対する病理総論では，形態学的な部分
について，講義，実習の一部を担っている．講

義の概要については，UTオープンコースウェア
（http://ocw.u-tokyo. ac.jp/）において公開して
いる． 
系統病理学，ならびに実習は，系統講義の進

行にあわせ，一週間に各々1回ずつ行っている．
病理学各論としての identity が薄まる恐れがあ
るが，一方で，系統講義とうまく歯車が噛み合

うと，臓器病理学の実質的な理解につながるの

ではないかと期待もしている．講義では，眼科・

口腔外科・耳鼻科の病理など，従来なかった項

目を加え，実習についても脳腫瘍，皮膚病理，

感染症などを新たに追加している．平成 12年度
からスライド投影を用いた試験を実施しており，

出題した問題はホームページに公開している． 
BSL では 2 名で，1 例の剖検症例をまとめ，
発表する剖検病理演習に加え，病院病理部見学，

種々の腫瘍切除例を用いた外科病理演習を取り

入れている．また，M3から M4への移行期に，
クリニカル・クラークシップが設けられた．2004，
2005年度とも 7－8名の学生を受け入れた． 
卒業時の病理学の試験についてもホームペー

ジで過去の問題，模範解答を公開している．こ

れらの整備は宇於崎講師の功績である． 
 

研究 

「慢性炎症と腫瘍」を大きなテーマとして，

Epstein-Barrウイルス関連腫瘍（胃癌，リンパ腫），
肺腺癌の瘢痕形成と進展について，形態学を主

要な武器として研究を展開している． 
 第二の柱として，東京大学先端科学技術研究

所と共同で，癌の発現分子の網羅的解析を行い，

抗体医薬品開発のシード探索に取り組んでいる． 
 2005年末には研究室が，教育研究棟に移動し
た．本来，人体病理の研究形式は，工場型とい

うより牧場型であるが，分子生物学，分子病理

学，実験病理学の解析手段は最低限必要である．

新棟の研究環境はこれを十分満足するものであ

り，その環境整備には，鹿島病院講師が尽力し

た． 
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